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がとる方略を採用する柔軟性をもっていることを示す。 context free の場における代表値を求める研究よりも， conｭ
text のある場における測定値の可変の範囲を知る研究の重要性を指摘する。二つめは，やはり， MFFT の測定の信頼




り CAI プログラム化された MFFT，すなわち CMFFT は， 1 対 1 対応の MFFT に比較し，かなり高い信頼性を示す
ことが指摘された。紙と鉛筆による測定環境にコンビュータを含むマルチメディア的テスト環境の開発がここで示唆
されることになる。
3 章では， visual testing という概念が導入される。この言葉は， visual aids を利用したテストという意味も含むが，
視覚化された教材を用いた教授の成果を，教材の情報のモードにあわせた，視覚化されたテスト項目からなるテスト
で測定するという問題を提起している言葉でもある。ここでは，この見解をさらに促進するために開発された，マル


















































球運動を測定するアイ・カメラや瞳孔反応分析システムを開発し実験的に用いたり( 4 章) ，子どもの活動性を測定す
るために歩数計測を常時データ転送しうるアクトメメータ・システムを開発し，オープンエデュケーションにおける
教育に，子どもの活動性の側面から，新たな知見を得ている( 6 章)。
以上，概略を述べたことからもわかるように，本論文はまさに， I教育実践のための測定方法」を提唱し，その展望
をひらいた画期的なもので，博士(人間科学)の学位に十分に値する業績といえる。
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